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管
楽
器
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
と
し
て
、
主
に
フ
ル
ー
ト
や
サ
ッ
ク
ス

な
ど
の
細
か
い
部
品
を
溶
接
で
取
り
つ
け
た
り
磨
い
た
り
す
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
繊
細
さ
が
求
め
ら
れ
る
作
業
で
す
が
、
仕
様
に
忠
実

に
製
品
に
ば
ら
つ
き
が
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

 

関
連
記
事…

14
ペ
ー
ジ
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第
2
回
定
例
会
は
6
月
1
日
に
開
会
さ
れ
、
15
日
間

の
日
程
で
一
般
会
計
補
正
予
算
、
市
立
介
護
予
防
セ
ン

タ
ー
条
例
な
ど
市
長
提
出
議
案
24
件
を
審
議
し
、
全
て

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
本
会
議
に
お
い
て
新
た
に
副
議
長
を
選
出
す
る

と
と
も
に
、
議
会
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け
た
特

別
委
員
会
か
ら
議
会
基
本
条
例
、
議
員
政
治
倫
理
条
例

が
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
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◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青

藍

会

渡
辺　

大　
　

議
員

日
本
共
産
党

伊
藤
初
美　
　

議
員

公

明

党

島
田
和
泉　
　

議
員

信

政

会

有
山　

茂　
　

議
員

総 括 質 疑
本会議での質疑をまとめています。

　市民の皆様には、平素より市議会に対しま

して、格別のご理解とご協力を賜り、心から

お礼申し上げます。

　私たち市議会は、市民の皆様が安全・安心

に暮らせるまちづくりを推進するため、議会

がもつ機能を最大限に発揮し、議会運営に全

力で邁進してまいります。

　今後とも、市民の皆様の、より一層のご支援

とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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あらゆる世代が
元気健康に暮らせるまちへ

提
出
議
案
と
審
議
結
果

◎
全
員
賛
成　

○
賛
成
多
数　

・
否
決

…　

専
決
処
分
の
承
認 

…
…

◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正

◎
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

◎
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任以

上
、
承
認

…　

平
成
30
年
度
補
正
予
算 

…
…

◎
一
般
会
計
（
第
１
号
）

可
決

…　

条
例
の
制
定　

…
…
…

◎
市
立
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
条
例

◎
市
議
会
基
本
条
例

◎
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

以
上
、
可
決

…　

条
例
の
一
部
改
正　

…
…

○
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

◎
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

◎
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

○
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

　

部
改
正

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

　

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
改
正

◎
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

以
上
、
可
決

…　

条
例
の
廃
止　

…
…
…
…

◎
弓
道
場
条
例
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

 

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◎
市
立
大
井
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

以
上
、
可
決

…　

契
約
の
締
結　

…
…
…
…

◎
第
２
運
動
公
園
多
目
的
球
場
等
整

　

備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◎
運
動
公
園
園
地
整
備
工
事
請
負
契

　

約
の
締
結

議会新人事

議長

堀口修一

総務常任委員会

◎山田　敏夫 ○島田　和泉

   民部　佳代    有山　　茂

   小高　時男    足立志津子

市民・都市常任委員会

◎西　　和彦 ○川畑　京子

   谷　　新一    小林　憲人

   新井　光男    伊藤　初美

   大築　　守

議会運営委員会

◎大築　　守 ○谷　　新一

   伊藤美枝子    小林　憲人

   伊藤　初美    小高　時男

   塚越　洋一

副議長

渡辺　大

※議会広報常任委員会は裏表紙をご覧ください。

福祉・教育常任委員会

◎伊藤美枝子 ○鈴木啓太郎

   堀口　修一    加藤　恵一

   渡辺　　大    床井　紀範

   塚越　洋一
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◎
市
立
駒
西
小
学
校
校
舎
大
規
模
改

　

造
工
事
請
負
契
約
の
締
結以

上
、
可
決

…　

人
事　

…
…
…
…
…

◎
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

　

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意

…　

そ
の
他　

…
…
…
…
…

◎
道
路
線
の
認
定
（
４
件
）

可
決

…　

請
願　

…
…
…
…
…
…

・
市
道
の
総
点
検
を
し
、
改
修
を
求
め

　

る
請
願

不
採
択

…　

意
見
書
…
…
…
…
…
…

◎
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊
手
術

　

の
被
害
者
救
済
を
求
め
る
意
見
書可

決

・「
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を

　

実
現
す
る
た
め
の
改
革
基
本
法
」
の

　

制
定
を
求
め
る
意
見
書

・
年
金
を
毎
月
支
給
す
る
こ
と
を
求
め

　

る
意
見
書

・
主
要
農
作
物
種
子
法
の
復
活
を
は
か

　

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書以

上
、
否
決

台
風
被
害
に
共
済

金
か
ら
の
支
出
は 

建
物
総
合
損
害
共
済
共

済
金
か
ら
昨
年
の
台
風
第

21
号
に
よ
る
被
害
に
共
済
金

が
支
払
わ
れ
る
が
、
被
害
を

受
け
た
物
件
及
び
金
額
の
算

定
方
法
は
。

建
物
総
合
損
害
共
済

共

済

金

約

2

8

0

万

7
0
0
0
円
に
つ
い
て
は
、

葦
原
中
学
校
の
被
害
に
対

す
る
も
の
で
、
エ
ア
コ
ン
室

外
機
修
繕
、
教
室
の
床
修
繕
、

プ
ー
ル
ろ
過
装
置
修
繕
が
対

象
と
な
っ
た
。

　

補
償
の
対
象
は
、
市
が
所

有
・
管
理
す
る
建
物
な
ど
で
、

台
風
な
ど
の
風
水
害
で
の
支

払
い
割
合
は
1
0
0
分
の
50

と
な
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
強
化 

内
部
情
報
系
シ
ス
テ
ム

が
更
新
さ
れ
る
と
い
う
が
、

そ
の
内
容
と
効
果
は
。

現
在
も
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
間
運
営

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

発
達
支
援
施
設
等
と
情
報

共
有
し
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
必
要
な
事
業
展

開
が
図
れ
る
よ
う
研
究
す

る
。

相
談
件
数
の
推
移
は
。

相
談
件
数
は
、
平
成
27

年
度
7
8
1
件
、
平
成
28
年

度
1
0
2
5
件
、
平
成
29
年

度
1
1
5
0
件
と
増
加
し
て

い
る
。平

成
29
年
度
の
相
談
実

績
は
。障

が
い
児
相
談
1
3
4

件
、
発
育
・
発
達
相
談
81
件
、

療
育
相
談
の
言
語
相
談

4
4
3
件
、
作
業
療
法
相
談

1
0
6
件
、
生
活
技
能
訓
練

教
室
1
0
5
件
、
基
本
相
談

が
2
1
9
件
、
発
達
検
査
が

62
件
で
あ
る
。

　

今
回
設
置
す
る
相
談
室

は
仕
切
り
壁
を
つ
く
り
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し
、

相
談
内
容
に
よ
り
他
機
関

連
携
に
よ
る
効
果
的
な
相
談

援
助
業
務
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

弓
道
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
整
備
状
況 

市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
改
正
で
、
弓
道

場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
加
わ

る
。
両
施
設
の
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

弓
道
場
は
、
３
月
か
ら

着
工
し
、
５
月
末
に
は
基
礎

工
事
が
完
了
し
た
。
今
後
は

建
屋
や
防
矢
ネ
ッ
ト
な
ど
の

整
備
に
着
手
す
る
。
工
期
の

遅
れ
も
な
く
、
11
月
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
５
月

下
旬
に
工
事
の
落
札
業
者
が

決
定
し
た
の
で
、
契
約
締
結

後
に
順
次
ク
レ
ー
コ
ー
ト
か

ら
砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
へ

の
改
修
を
実
施
す
る
。

全
て
の
世
代
を
対

象
に
介
護
予
防

旧
か
み
ふ
く
お
か
西
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
施

設
が
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
と

し
て
整
備
さ
れ
る
が
、
計
画

さ
れ
て
い
る
事
業
内
容
、
効

果
及
び
将
来
展
望
は
。

一
般
介
護
予
防
事
業
と

し
て
情
報
提
供
、
普
及
啓
発
、

市
民
向
け
講
座
、
管
理
栄
養

士
な
ど
に
よ
る
各
種
教
室
、

腰
や
膝
の
痛
み
予
防
に
有
効

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
リ
ハ
ビ

リ
相
談
、
機
能
訓
練
室
を
利

用
し
た
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

等
を
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
全
て
の
世
代
を
対

象
に
介
護
の
担
い
手
養
成
講

座
や
多
世
代
地
域
交
流
事

業
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

事
業
に
参
加
し
、
定
期

的
に
効
果
測
定
を
行
う
こ
と

で
、
進
行
を
抑
え
る
こ
と
に

有
効
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
介
護
予
防
セ
ン

タ
ー
で
養
成
さ
れ
た
各
種
サ

ポ
ー
タ
ー
を
地
域
の
活
動
に

派
遣
し
、
介
護
予
防
や
市
民

福
祉
の
増
進
を
図
る
。

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
L
G
W
A
N
）
と
い
う

も
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の

組
織
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
相

互
に
接
続
し
、
情
報
の
共
有
、

高
度
利
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

来
年
４
月
か
ら
第
４
次
Ｌ

Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
に
完
全
移
行
し
、

本
市
は
旧
来
の
接
続
方
式
の

ほ
か
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
へ
直
接

接
続
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
を
選
択
す
る
。
障
害
へ
の

耐
久
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

面
に
お
い
て
も
、
一
層
の
強

化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。児

童
発
育
・
発
達

支
援
事
業

フ
ク
ト
ピ
ア
２
階
に
あ

る
児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
室
の
増
室
に

よ
る
効
果
及
び
今
後
の
事
業

拡
大
へ
の
考
え
方
は
。

増
室
に
よ
り
4
0
0
件

ほ
ど
の
新
た
な
相
談
に
対
応

で
き
る
。
あ
わ
せ
て
相
談
員

の
増
員
を
検
討
し
て
い
る
。

◎委員長　○副委員長
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大
正
３
年
５
月
（
１
９
１
４
年
）
に
東
上
鉄
道
の
池
袋
〜

田た
の
も面

沢ざ
わ

間
（
現
在
の
川
越
市
）
の
開
業
と
同
時
に
上
福
岡
停

車
場
（
上
福
岡
駅
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
福
岡
村
に
停
車
場
が
置
か
れ
た
の
も
、
地
域
の
発

展
を
願
っ
て
東
上
線
の
開
通
に
当
た
り
、
個
人
と
し
て
も
多

額
の
寄
付
を
し
尽
力
し
た
星
野
仙
蔵
氏
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
時
の
功
績
を
た
た
え
る
駅
碑
が
上
福
岡
駅
の
東
口
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜
地
域
発
展
の
想
い
を

　
　
　
　
　

か
た
ち
に
〜
上福岡駅

セ
ン
タ
ー
で
展
開
さ
れ
る

業
務
の
内
容
は
。 

医
師
、
大
学
教
授
に
よ
る

市
民
講
座
や
専
門
職
に
よ
る
認

知
症
予
防
講
座
、
ふ
じ
み

ん
ぴ
ん
し
ゃ
ん
体
操
や
栄

養
改
善
教
室
の
開
催
、
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
世
代
の
交
流

促
進
と
し
て
シ
ル
バ
ー
食

堂
や
子
ど
も
と
一
緒
に
活

動
で
き
る
食
堂
、
保
育
園
、

学
校
と
の
交
流
事
業
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

事
業
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
は
。 

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
団

体
へ
の
案
内
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
、
情
報
発
信
を
し
て
い

く
。

誰
も
が
利
用
で
き
る

介
護
予
防
の
拠
点
へ

市
立
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
条
例

　

全
て
の
世
代
を
対
象
と
し
た
地
域
包
括
支
援
体
制
を
構
築

し
、
介
護
予
防
と
福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
に
や
さ
し
い

ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ

市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

総
合
体
育
館
に
隣
接
す
る
弓
道
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が

新
た
に
整
備
さ
れ
、
利
用
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の

よ
う
に
向
上
す
る
の
か
。 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
砂
入
り

人
工
芝
コ
ー
ト
に
な
り
、
雨
の

日
の
翌
日
も
利
用
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
利
便
性
や
管
理
面

も
向
上
す
る
。

　

ま
た
弓
道
場
に
つ
い
て
は
、

５
人
立
ち
の
近
的
か
ら
１
人
立

ち
の
射
場
も
増
え
、
そ
の
他
障

が
い
者
に
も
優
し
い
施
設
と
な

り
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
弓
道
場

の
料
金
と
利
用
時
間
変
更
の
理

由
は
。 利

用
料
金
の
変
更
は
他
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
条
例
の
考
え

方
に
合
わ
せ
て
い
る
。

　

利
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
か
ら
の
時
間
帯
拡
大
の
意

見
な
ど
、
総
合
的
に
検
証
し
設

定
し
た
。

市道の総点検をし、改修工事を求める請願
　請願は、市道の総点検・改修計画の策定・危険な箇所の速やかな修

繕を求めたものです。

　審議の結果、賛成少数で不採択となりました。賛成意見は、「市民の安全・安心を守るのは、行

政の責務であり、議会も後押しをすべきだ」というのものでした。一方で反対意見は、「請願にある

内容は、行政が既に実施していることであり、請願を採択する理由がない」というものでした。

4ふじみ野市議会だより第 50 号〔H30.8.1 発行〕

霞ケ丘にオープンする市立介護予防センター

弓道場建設工事完成イメージ

議会基本条例・議員政治倫理条例を制定

　議会基本条例と議員政治倫理条例を全員賛成で

可決しました。

　議会基本条例は、市議会として市民からの負託

を受け、より開かれた議会を目指し、市の発展の

ために力を尽くすことを決意し制定しました。条

文では、二元代表制の一翼を担う市議会の権能で

ある政策立案や監視機能を発揮し、議員としての

あるべき姿を規定しています。

　第２回定例会で議決された議会基本条例第18条

の規定に基づく議会報告会としては初の開催となり

ました。報告会の目的は議員と市民が市政全般につ

いて情報や意見交換を行うことです。報告者は参加

議員が担当し、報告が終了後にご参加いただいた

市民の皆様と活発な意見交換を行うことができまし

た。

������

新たな議会報告会がスタート
平成 30 年７月14 日（土）　参加者 73 名

大正５年当時の上福岡駅
〈上福岡市教育委員会「市史調査報告書第19 集」より〉

福岡駅碑

市民との意見交換
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　開かれた議会として定例会でのやり取りや結果をお知らせする「市議会だより」。

年４回の定例会後に発行、今回が記念すべき50 号となりました。一人でも多くの

方に読んでもらい議会を身近に感じてほしいと、市民生活に直接関係する議案を取

り上げたり市民の方に紙面に登場いただいたりと、編集委員一同、試行錯誤してい

ます。ところで市議会だより、読んでいますか。街に出て聞いてみました。

読んでいますか？

芳賀さん

（北野）

子育て中の

宮本幸子さん

石井さん

（国際交流
センターにて）

50号
記念特集

下田幸子さん

（西）

しょうくん

（亀久保）

市議会だより

徹さん

（大井武蔵野）

パグ好きの

主婦さん

　チラッとしか見ていませ

ん。 自分に直接関係するこ

とならもっと読む気になる

かな。 タイトルの内容や文

字の大きさも大事ですよね。

お買い物中の

直美さん

　字が多いのであまり読みま

せんね。もっと写真が大きけ

ればいいかな。知っている場

所や人が出ていれば読むかも。

　届いていたことは知ってい

ますが、ページを開いたこと

はありませんでした。介護の

ことなどは身近なので、今後

は読みたいと思います。

　子育ての内容や

写 真 が い い で す

ね。50 号 の 記 念

号に自分も掲載さ

れるなんて、 とて

もうれしいです。

ゆかりさん

（団体職員）

　市報のようにカラー

印刷を希望します。 若

い人向けに、 議会だよ

りはポップな感じに印

刷してみてもいいと思

います。

主婦の新井さん

　先日行われた議会基本条

例の市民説明会に参加しま

した。議会だよりがカラー

になるといいですね。

 ほとんど読んだことはありませ

ん。市や議員さんが何をしてく

れているのかが、パッとわかる

ように掲載してほしいです。

　若い子も読みやすいような媒体に

してほしい。 例えば、 まんがにす

るとか。 オールカラー化、 デジタ

ル化、生活に密着した記事掲載を。

　ほぼ毎号読んでいます。子

どもたちにもわかりやすい内

容だといいですね。 防災な

どの情報も知りたいです。

駅前花壇で　　
作業中の竹内さん

　一般質問などを読むと、「検討

します」「研究します」といった答

えが多く感じます。ふじみ野市こ

そが先進地であってほしいです。

H さん

（農業）

　一般質問をした「その後の話」

が気になります。地図や写真が

あると、記事に載っている場所

がわかりやすくていいですね。

田中さん

（自営業）

　市民の目線で地域問題を取り

扱ってほしいです。 子どもか

ら高齢者まで安心して住みやす

くなるまちづくりをお願いした

いですね。

遠藤さん

（上福岡）

　議会だよりは見ています。

子育てしやすいまちづくりを

期待。今後、関東でも発生し

うる地震に対しての対策や防

災についても重点を置いて。

見守り活動中の

村上さん

　地域の見守り活動を行っていま

す。 地域でこの活動が広がって

いくように発信してほしい。 ま

た、 地域活動の声を聞くような

場もつくってほしいと思います。

　読んでますが、一般質問

などは細切れの情報でわか

りにくいですね。議案に対

してどんな議論をしたか、

詳しくわかるような記事も

ほしいと思います。

仕事帰りの

戸田さん

　保育や教育など、関心あるテーマ

はよく読みます。議員の仕事が見え

ないので、議会からの提案がどう実

現したか取り上げてほしいです。

自転車屋の

大野さん

　事業を実施してその後の経

過や効果検証などの記事、地

域団体との意見交換の場づく

りをしてほしいです。 池田さん

（西鶴ケ岡）

　毎号の表紙の題字は楽し

みです。 気軽に読めるよう

にページ数はこのままか、

少し少ないぐらいがよいか

と思います。

　質問を読むと「こん

なことがあったのか」

と勉強になることが多

いです。 市内も外国人

が増えています。 質問

などで取り上げていた

だけたらと思います。 

Ｙ・Ａさん

（鶴ケ舞）

　小中学校の衛生や教育、安

全に関する内容に興味があり

ます。ページ数は内容を凝縮

して、もうちょっと少ないほ

うがいいかな。

休日デート中の

柳井さん

　毎号読んでます。上福

岡駅前整備とか交差点の

改良などに関心がありま

す。 駅の空いてる土地、

何かできないのかな。

田んぼで作業中
の小川さん
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一 般 質 問

自
立
に
向
け
て
段
階
的

な
支
援
の
拡
充
を
。 

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、
中

間
的
就
労
の
受
け
入
れ
先
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

利
用
し
や
す
い
お
出
か

け
サ
ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー 

共
通
乗
降
場
を
近
隣
市

の
救
急
病
院
、
産
婦
人
科
へ

拡
充
し
、
交
通
弱
者
が
利
用

し
や
す
い
制
度
に
し
て
は
。 

利
用
時
間
の
延
長
、
市

外
の
医
療
機
関
へ
の
拡
大

は
、
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
検
討
す
る
。

上
野
台
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
の
今
後 

担
当
課
が
保
健
セ
ン

タ
ー
か
ら
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
移
管
し
た
。
こ
の

目
的
と
効
果
は
。

健
康
運
動
指
導
士
等
を

配
置
し
、
幅
広
い
健
康
・
体

力
の
維
持
増
進
に
取
り
組
み

た
い
。
こ
の
効
果
を
得
る
た

め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
手
法
に

合
っ
た
マ
シ
ン
の
導
入
が
必

要
で
あ
り
、
安
全
面
も
考
慮

し
順
次
更
新
し
て
い
き
た

い
。

利
用
時
間
帯
の
拡
充
や

シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置
は
。

利
用
時
間
は
、
利
用
者

の
要
望
を
踏
ま
え
検
討
を
進

め
る
。
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置

は
、
上
野
台
体
育
館
の
大
規

模
改
修
時
に
検
討
す
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
に
向
け
て

加
藤
恵
一 

議
員

中
学
校
教
員
の
業
務
支
援渡

辺　

大 

議
員

生
活
保
護
受
給
者
・
生
活
困
窮
者
の

自
立
支
援
を

伊
藤
美
枝
子 

議
員

家
族
と
の
絆
を
深
め
る　
　
　
　

家
読
の
推
進
を

西　

和
彦 

議
員

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

谷　

新
一 

議
員

市
の
イ
ベ
ン
ト
に
P
R

ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
は
。 

産
業
ま
つ
り
や
環
境

フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

情
報
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
を
考
え
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー

ル
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー

ル
を
活
用
し
、
企
業
広
告
を

募
集
し
て
は
。

企
業
ニ
ー
ズ
や
宣
伝
効

果
の
あ
る
場
所
な
ど
を
調
査

し
な
が
ら
、
事
業
効
果
に
つ

い
て
研
究
す
る
。

階
段
を
活
用
し
た
健
康

づ
く
り 公

共
施
設
の
階
段
に
カ

ロ
リ
ー
表
示
を
設
け
て
は
。

思
わ
ず
階
段
を
利
用
し

た
く
な
る
よ
う
な
動
機
づ
け

と
し
て
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ

カ
ー
の
掲
示
等
、
効
果
的
な

方
法
を
安
全
・
安
心
を
最
優

先
に
検
討
す
る
。

道
路
の
維
持
管
理
に　

向
け
て 道

路
の
維
持
管
理
に
か

か
る
特
定
財
源
の
確
保
は
。

道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
区
分
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
。
国
の
方
針

に
基
づ
き
、
道
路
占
用
料
の

改
定
を
来
年
度
実
施
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。

維
持
管
理
費
の
状
況
は
。

市
で
管
理
す
る
道
路
は

2
8
9
.
4
㎞
。
道
路
延
長

は
年
々
増
え
て
お
り
、
維
持

管
理
費
も
増
え
て
い
る
。

学
力
向
上
や
指
導
の
充

実
を
実
現
す
る
た
め
に
、
書

類
の
印
刷
・
仕
分
け
、
小
テ

ス
ト
の
丸
つ
け
な
ど
の
業
務

に
つ
い
て
は
、
支
援
員
を
配

置
し
、
教
員
が
生
徒
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
し
て
は
。 

教
員
が
生
徒
と
向
き
合

う
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

月
80
時
間
を
超
え
る
時

間
外
労
働
が
過
労
死
ラ
イ
ン

の
目
安
だ
が
、
本
市
の
状
況

は
。 

月
平
均
63
時
間
の
時
間

外
労
働
で
あ
る
。

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入

し
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
・
人
員

を
削
減
し
た
上
で
、
公
共
施

設
の
適
正
配
置
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
国
か
ら
は
積

極
的
に
勧
奨
す
る
通
知
が
あ

り
、
導
入
後
３
年
間
は
総
事

業
費
の
２
分
の
１
の
補
助
が

あ
る
。
申
請
期
限
は
来
年
度

ま
で
だ
が
市
の
考
え
は
。

現
状
、
多
く
の
人
が
コ

ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
る

状
況
で
は
な
い
た
め
、
導
入

に
よ
り
業
務
量
、
人
員
等
の

削
減
を
図
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
る
。

公
園
遊
具
の
充
実 

使
用
禁
止
に
な
っ
て
い

る
遊
具
な
ど
が
目
立
つ
西
ノ

原
中
央
公
園
の
よ
う
な
人
気

の
高
い
公
園
に
つ
い
て
は
、

遊
具
の
維
持
管
理
の
充
実

を
。

管
理
の
徹
底
を
図
る
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
の
た
め
、
家
庭
で
親
子
が

同
じ
本
を
読
み
感
想
な
ど
を

語
り
合
い
、
家
族
と
の
触
れ

合
い
や
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
家
う
ち
ど
く読
推
進
の
考
え

は
。 

今
後
の
進
め
方
を
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
の
関
係

団
体
へ
の
意
見
聴
取
や
先
進

事
例
な
ど
に
よ
り
、
研
究
し

た
い
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け

た
保
育
受
入
枠
の
拡
大
を 

現
在
ま
で
の
入
所
待
機

児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み

と
、
今
後
の
対
応
は
。 

民
間
保
育
園
９
園
の
新

設
整
備
を
支
援
し
、
約
９
０

０
人
分
の
定
員
枠
の
拡
大
を

行
っ
た
。

　

今
後
も
待
機
児
童
数
の

動
向
を
注
視
し
、
保
護
者
の

子
育
て
へ
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
う
。

国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

沿
道
の
企
業
誘
致
推
進
を 

昨
年
、
こ
の
地
区
の
産

業
系
土
地
利
用
を
推
進
す
る

た
め
土
地
区
画
整
理
組
合
準

備
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

先
進
地
視
察
や
権
利
者

の
意
向
調
査
を
実
施
し
た
。

現
在
、
準
備
委
員
会
に
お
い

て
業
務
代
行
予
定
者
を
選
定

す
る
た
め
の
提
案
企
業
を

募
っ
て
い
る
。

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
の
路
線
選
定
は
、
何
を

重
視
し
た
か
。 

駅
や
学
校
、
商
業
施
設
、

公
共
施
設
等
の
自
転
車
利
用

者
が
多
い
施
設
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
向
上
を
重
視
し
、
ま
た
、

自
転
車
事
故
発
生
状
況
な
ど

も
勘
案
し
た
。

勝
瀬
小
学
校
へ
の
通
学

路
の
交
通
安
全
対
策 

み
ほ
の
地
区
か
ら
勝
瀬

小
学
校
へ
の
通
学
路
は
、
狭

あ
い
で
カ
ー
ブ
が
あ
り
危
険

を
感
じ
る
。
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

注
意
喚
起
の
路
面
標
示

や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

し
、
安
全
確
保
を
図
っ
て
き

た
が
、
さ
ら
な
る
安
全
を
考

え
富
士
見
市
や
警
察
と
連
携

し
検
討
し
て
い
く
。

孤
独
死
対
策 

高
齢
者
の
孤
独
死
の
現

状
と
防
止
策
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

限
定
的
な
情
報
で
は
あ

る
が
、
平
成
27
年
度
は
３
件
、

平
成
28
年
度
は
６
件
、
平
成

29
年
度
は
７
件
で
あ
る
。
対

策
と
し
て
は
、
75
歳
以
上
の

単
身
高
齢
者
を
対
象
に
高
齢

者
あ
ん
し
ん
台
帳
を
整
備
す

る
ほ
か
、
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を

強
化
し
て
い
く
。

市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、15人の議

員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての質問と

回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（8月下旬掲載予定）

西ノ原中央公園の遊具

小学校の図書室

市役所第２庁舎前のマンホールふた

みほの地区の通学路
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一 般 質 問 一 般 質 問

協働で行う新河岸川清掃活動

※デジタルサイネージ＝電子看板

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
指
針
に
は
、
後
援
、
補
助
、

共
催
な
ど
協
働
の
6
つ
の
形

態
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
事

例
の
基
準
や
件
数
な
ど
を
情

報
公
開
す
べ
き
。 

後
援
に
は
、
あ
る
程
度

明
確
な
定
義
づ
け
が
あ
る

が
、
そ
の
ほ
か
は
基
準
が

な
く
、
ま
た
事
例
や
課
題

も
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
こ

れ
ら
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
議
論
を
重
ね
る
。 

元
号
改
定
で
混
乱
は　

起
き
な
い
か 

来
年
5
月
に
改
元
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
混
乱
は

な
い
の
か
。  

市
の
文
書
は
す
べ
て

西
暦
で
デ
ー
タ
保
存
さ
れ
、

和
暦
へ
の
変
換
で
問
題
は

発
生
し
な
い
。
ま
た
市
へ

の
文
書
な
ど
和
暦
、
西
暦

の
い
ず
れ
で
申
請
さ
れ
て

も
受
け
付
け
る
。

市
と
教
育
委
員
会
の　

連
携  総

合
教
育
会
議
の
成
果

は
何
か
。

双
方
が
意
見
交
換
の

場
と
し
て
有
効
と
考
え
て

い
る
。
教
育
振
興
計
画
策

定
を
は
じ
め
、
学
区
の
再

編
、
発
達
に
課
題
の
あ
る

児
童
へ
の
支
援
な
ど
連
携

を
進
め
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
書
体
の
活

用
で
見
や
す
さ
向
上

島
田
和
泉 

議
員

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
の

公
開
推
進
を

鈴
木
啓
太
郎 

議
員

市
街
化
調
整
区
域
の

公
共
下
水
道
の
整
備

伊
藤
初
美 

議
員

デ
ジ
タ
ル
広
報
誌
や
デ※

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
へ
の
活

用
の
可
能
性
は
。

市
の
障
が
い
者
プ
ラ
ン

に
お
い
て
位
置
付
け
、
全
庁

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
市
報
を
は
じ
め
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
も
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
U
D
）

を
推
進
し
、
U
D
書
体
そ
の

も
の
の
認
知
度
を
上
げ
て
、

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
情

報
を
多
く
の
方
に
発
信
し
て

い
く
。

よ
り
効
果
的
な
中
小
企

業
支
援
の
推
進

生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
を
活
用
し
た
中
小
企
業
支

援
策
や
、
そ
の
他
の
支
援
事

業
等
も
含
め
た
情
報
公
開
の

必
要
性
は
。 

引
き
続
き
中
小
企
業
支

援
策
の
情
報
収
集
に
努
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る

な
ど
情
報
提
供
を
進
め
る
。

障
害
児
通
所
受
給
者
証

の
交
付
の
適
正
化 

交
付
事
務
な
ど
改
善
の

可
能
性
は
。

今
後
も
保
護
者
へ
の
制

度
周
知
の
徹
底
を
図
り
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
児
童
発
育
・

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
を
密
に
取
り
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
受
給
者
証
交
付

に
向
け
た
制
度
運
営
を
行

う
。

未
整
備
地
域
の
現
状

は
。 

市
街
化
区
域
に
隣
接

し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
の

希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
荒
川

右
岸
下
水
道
事
務
所
と
協
議

し
、
許
可
が
得
ら
れ
た
と
こ

ろ
を
整
備
拡
大
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業
が
認

可
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
合

併
浄
化
槽
に
、
維
持
管
理
費

の
助
成
は
で
き
な
い
か
。 

清
掃
や
保
守
点
検
な
ど

の
受
検
率
は
県
平
均
を
下

回
っ
て
お
り
、
課
題
で
あ
る
。

啓
発
に
取
り
組
む
が
、
市
単

独
の
助
成
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
税
減
免

の
拡
大
を 

多
子
世
帯
に
対
す
る
均

等
割
の
減
免
を
申
請
な
し
で

で
き
な
い
か
。 

保
育
料
軽
減
事
業
も
同

じ
よ
う
に
申
請
を
必
要
と
し

て
い
る
の
で
、
同
様
と
す
る
。

対
象
年
齢
を
所
得
の
な

い
22
歳
の
学
生
ま
で
拡
大

を
。

試
算
で
は
対
象
人
数
が

67
人
増
え
る
。
必
要
な
財
源

は
約
２
６
８
万
円
と
な
り
、

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

バ
ス
停
留
所
の　
　
　

安
全
対
策 

安
全
の
た
め
に
屋
根
付

き
待
合
所
の
新
設
が
で
き
な

い
か
。整

備
を
行
う
の
は
原
則

と
し
て
バ
ス
事
業
者
な
の

で
、
要
望
し
て
い
く
。

書体比較

西原住宅前のバス停

集
会
所
及
び
公
民
館
分

館
を
地
域
福
祉
の
相
談
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
は
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
福
祉

的
拠
点
が
あ
れ
ば
安
心
に
つ

な
が
る
。
地
域
福
祉
の
拠
点

づ
く
り
の
観
点
も
含
め
、
総

合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
の
供
養
と
住
み

よ
い
地
域
の
両
立
を

ペ
ッ
ト
霊
園
は
必
要
な

施
設
で
あ
る
一
方
、
地
域
と

の
折
り
合
い
が
必
要
な
施
設

で
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防

止
の
観
点
か
ら
、
既
存
事
業

者
と
相
談
し
つ
つ
条
例
制
定

を
し
て
は
。 

制
定
に
向
け
て
研
究
し

た
い
。

共
生
社
会
の
実
現
を 

成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
根
拠
と
し
て
、

権
利
擁
護
条
例
の
制
定
を
。

条
例
制
定
に
向
け
、
セ

ン
タ
ー
と
あ
わ
せ
て
準
備
を

加
速
さ
せ
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
に
明
る
い

未
来
を 子

ど
も
の
未
来
応
援
プ

ラ
ン
の
施
策
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
庁
内
推
進
会

議
に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
策
の

実
行
チ
ー
ム
が
必
要
で
は
。

作
業
部
会
も
し
く
は
分

科
会
を
つ
く
り
、
４
つ
ぐ
ら

い
の
課
を
集
め
て
柱
の
施
策

を
推
進
し
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
歩
道
を
安
全
に

川
畑
京
子 

議
員

地
域
福
祉
計
画
を
進
め

持
続
可
能
な
自
治
組
織
を小

林
憲
人 

議
員

公
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

民
部
佳
代 

議
員

交
差
点
付
近
の
転
倒
防

止
の
安
全
対
策
は
。 

全
て
の
歩
道
を
段
差
の

少
な
い
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
へ

改
修
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
転
倒
防
止
策
に
つ
い
て

点
検
を
実
施
し
、
段
差
が
あ

り
転
倒
す
る
危
険
が
あ
る
場

合
に
は
速
や
か
に
修
繕
を
行

う
よ
う
努
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
を 

カ
ー
ド
の
交
付
、
普
及

状
況
は
。 

昨
年
4
月
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
申

請
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
交
付
率
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
平
成
30
年
5
月
末

現
在
の
交
付
枚
数
は
１
万
４

7
4
6
枚
、
交
付
率
は
13
・

0
%
で
あ
り
、
県
平
均
11
・

3
%
を
上
回
っ
て
い
る
。

成
人
の
発
達
障
が
い
者

の
支
援
を 

相
談
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

障
が
い
福
祉
課
、
障
が

い
者
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
総
合
支
援
チ
ー
ム
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
が
相
談
窓

口
と
な
っ
て
い
る
。

相
談
に
来
な

い
人
へ
の
対
応
は
。

発
達
障
が
い

の
特
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
、

状
況
に
応
じ
て
訪

問
支
援
も
実
施
し

て
い
る
。

税
や
水
道
料
金
な
ど
、

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支

払
い
た
い
」
と
い
う
声
が
あ

る
。
導
入
の
予
定
は
。

将
来
的
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
と
考
え
て
い
る
。
費
用

対
効
果
な
ど
を
研
究
し
検
討

す
る
。

民
泊
新
法
へ
の
対
応 

市
内
に
民
泊
と
思
わ
れ

る
物
件
が
あ
る
。
民
泊
は
県

へ
の
届
け
出
が
必
要
。
市
内

の
届
け
出
件
数
は
。 

届
け
出
は
な
い
。

民
泊
の
ご
み
は
ど
う
い

う
扱
い
か
。

事
業
系
ご
み
に
な
る
。

無
届
け
民
泊
や
ご
み
の

問
題
な
ど
、
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
い
い
の
か
。

産
業
振
興
課
が
窓
口
と

な
り
、
担
当
課
に
つ
な
ぐ
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度 同

性
カ
ッ
プ
ル
が
生
涯

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
同
一

世
帯
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、

周
囲
か
ら
は
家
族
と
し
て
扱

わ
れ
な
い
、
生
命
保
険
の
受

取
人
に
な
れ
な
い
な
ど
問
題

が
あ
る
。
渋
谷
区
な
ど
で
は

婚
姻
関
係
と
同
等
の
関
係
に

あ
る
こ
と
を
公
的
に
証
明
す

る
制
度
が
で
き
、
近
年
、
大

手
企
業
の
福
利
厚
生

制
度
や
保
険
会
社
で

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を

容
認
す
る
動
き
が
あ

る
。
市
も
検
討
を
。

当
事
者
が
何
を

望
ん
で
い
る
か
な
ど

含
め
、
調
査
研
究
を

進
め
た
い
。

バリアフリー化された歩道

地域の集会施設
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一 般 質 問 一 般 質 問

中
高
年
の
引
き
こ
も
り

が
増
え
国
も
調
査
を
始
め
る

が
、
市
や
団
体
等
が
で
き
る

こ
と
は
。 

一
つ
の
組
織
だ
け
で

は
対
応
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
支
援
機
関
が
情
報
を

共
有
し
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

空
き
家
の
解
体
費
用
に

支
援
を 空

き
家
を
解
体
す
る
こ

と
で
の
政
策
効
果
は
。 

解
体
後
の
跡
地
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

利
活
用
も
可
能
。
更
地
に

な
れ
ば
不
動
産
と
し
て
流

通
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。

各
種
支
援
施
策
を
創
設

す
べ
き
で
は
。

特
別
融
資
は
大
変
有

効
な
方
策
と
認
識
し
て
い

る
。
低
金
利
の
空
き
家
解

体
ロ
ー
ン
の
創
設
に
つ
い

て
、
市
内
の
銀
行
と
の
連

携
協
定
の
締
結
を
進
め
て

い
き
た
い
。

地
蔵
街
道
の
整
備
と　

安
全
対
策 

亀
久
保
郵
便
局
付
近
、

西
消
防
署
南
側
の
カ
ー
ブ
区

間
、
富
久
バ
ス
停
付
近
、
科

薬
研
の
Ｔ
字
路
、
旧
豊
島
屋

角
の
交
通
安
全
対
策
を
。

現
地
を
確
認
し
、
対
策

可
能
な
箇
所
は
路
面
表
示

や
注
意
喚
起
看
板
な
ど
の

安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

健
康
づ
く
り
計
画
の
施
策
展
開

足
立
志
津
子 

議
員

エ
コ
パ
の
バ
ー
デ
プ
ー

ル
を
活
用
す
る
な
ど
、元
気
・

健
康
都
市
宣
言
を
全
庁
的
規

模
で
推
進
す
べ
き
で
は
。 

全
庁
的
に
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

滝
、
中
丸
、
水
宮
地
区

の
浸
水
対
策 

増
設
す
る
ゲ
ー
ト
ポ
ン

プ
か
ら
、
新
河
岸
川
に
放
流

で
き
な
い
場
合
の
対
応
や
減

災
対
策
は
。

浸
水
地
区
周
辺
の
既

設
雨
水
管
に
暫
定
放
流
す

る
な
ど
、
状
況
に
合
わ
せ

対
応
す
る
。

　

雨
期
前
の
側
溝
、
雨
水

浸
透
ま
す
の
点
検
で
適
切

な
維
持
管
理
を
行
い
、
減

災
に
努
め
た
い
。

新
田
保
育
所
周
辺
の　

交
通
安
全
対
策 

待
避
所
の
確
保
や
、
保

育
所
へ
の
車
飛
び
込
み
防
止

策
を
。保

育
所
側
の
待
避
所

確
保
と
と
も
に
、
防
止
策

も
検
討
中
で
あ
る
。

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら　

守
る
対
策 

下
校
時
も
交
通
指
導
員

を
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。下

校
時
ま
で
の
対
応

は
難
し
い
と
考
え
る
。

生
徒
も
先
生
も
休
養
日

が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
に

は
。

３
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
か

ら
運
動
部
活
動
の
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

た
。
市
で
も
運
動
部
・
文
化

部
を
対
象
と
し
た
部
活
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。

生
徒
の
自
主
性
を
重
視

し
、
生
徒
の
人
格
や
尊
厳
の

確
保
を
。

部
活
動
は
豊
か
な
人
間

性
や
社
会
性
を
育
成
す
る
上

で
も
重
要
な
教
育
活
動
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

保
護
者
の
悩
み
の
共
有

や
専
門
家
と
の
協
働
を
す
べ

き
で
は
。

生
徒
に
と
っ
て
充
実
し

た
部
活
動
と
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
家
と
の
連

携
、
協
力
を
進
め
る
。

自
転
車
保
険
料
へ
の   

市
独
自
の
助
成 

４
月
１
日
か
ら
県
内
で

は
自
転
車
損
害
保
険
へ
の
加

入
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

小
中
学
生
・
高
校
生
に
対

し
て
市
の
責
任
で
全
員
加
入

に
向
け
た
助
成
を
し
て
は
。 

今
後
、
小
中
学
生
・
高

校
生
へ
の
助
成
も
含
め
、
他

自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
て

い
く
。

大
規
模
小
売
店
舗
と
の
関
係
強
化

床
井
紀
範 

議
員

中
学
生
の
部
活
動
の
改
善
を

新
井
光
男 

議
員

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
対
策

塚
越
洋
一 

議
員

市
で
は
大
学
や
郵
便
局

と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
大
規
模
小
売
店
舗
と
の

包
括
的
連
携
協
定
の
締
結

は
。 

大
規
模
小
売
店
舗
が

持
つ
知
名
度
や
集
客
力
な

ど
の
特
色
を
発
揮
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
内
容
の
研

究
を
行
い
、
連
携
が
図
れ

る
か
検
討
す
る
。

商
業
振
興
条
例
の
制
定

を
。 

地
域
商
業
の
活
性
化

は
、
担
当
課
を
中
心
に
関

係
各
課
で
協
力
し
進
め
て

い
る
。
商
工
会
等
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

福
岡
中
央
公
園
桜
通
り

側
の
整
備 

健
康
遊
具
な
ど
を
整
備

し
て
は
。

今
年
度
行
う
実
施
設
計

の
中
で
検
討
す
る
。

公
園
の
出
入
口
や
石
畳

な
ど
の
段
差
解
消
、
無
数
に

石
が
転
が
っ
て
い
る
こ
と
へ

の
対
策
、
及
び
桜
の
木
な
ど

の
根
張
り
へ
の
対
策
を
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
自
治
組
織
か
ら
も
要
望

が
あ
る
。
今
年
度
行
う
実
施

設
計
の
中
で
検
討
す
る
。福岡中央公園

地蔵街道

平成29年度政務活動費支出状況　
　

本
市
議
会
の
交
付
額
は
、
議
員
１
人
当
た
り
月
額
１
万
円
で
す
。
平
成
29
年
度
は
、
他

自
治
体
へ
の
行
政
視
察
に
関
す
る
費
用
や
研
修
へ
の
参
加
費
、
会
派
広
報
紙
の
発
行
や
議

会
報
告
会
に
要
す
る
費
用
、
備
品
や
書
籍
の
購
入
費
な
ど
が
主
な
内
容
で
し
た
。
な
お
、

使
わ
な
か
っ
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
市
へ
返
還
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
内
容
に
つ
い
て
は
、
原
則
領
収
書
等
を
添
え
て
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
本
市
議
会
で
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
政
務
活
動
費
の
適
正
な
運
用
と
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　政務活動費は、市政の課題や市民の意思を把握し、市政に反映させるために必要な活動に要す
る経費を会派に対して交付するものです。平成29年度の各会派の支出状況は下表のとおりです。

会　派　名 交 付 金 額 支 出 金 額 返　還　額 備　　　考

青 藍 会 780,000 円 712,740 円 67,260 円
６人

　（平成 29 年４月
　　　　 ～６月は８人）

日 本 共 産 党 600,000 円 659,564 円 0 円 ５人

公 明 党 480,000 円 417,051 円 62,949 円 ４人

信 政 会 410,000 円 421,343 円 0 円
４人

　（平成 29 年 7 月
　　　 ～ 11 月は５人）

無 所 属 90,000 円 89,323 円 677 円
1 人

　（平成 29 年 7 月～
　　　 平成 30 年 3 月）

民進無所属の会 240,000 円 11,664 円 228,336 円
2 人

（平成 29 年 4 月～ 6 月）

無 所 属 120,000 円 0 円 120,000 円
１人

（平成 29 年 4 月～ 6 月）

無 所 属 120,000 円 0 円 120,000 円
１人

（平成 29 年 4 月～ 6 月）

※年度途中で会派を結成・解散した場合はその都度、交付決定・精算を行います。

バーデプールのあるエコパ
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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、法律で

禁止されております。ご理解をお願いします。

編集委員
が

インタビ
ュー！

お仕事を教えてください。

　楽器メーカーの依頼で、穴の開いた真
しんちゅう

鍮の管
に溶接で部品を取り付け、磨いてメッキをか

けます。

細かい作業ですが、部品の数はどれくらいあ
りますか。

　サックスだと 100 以上あります。加工した
部品を納入して、最終的な音の調整は発注元

のメーカーが行います。

仕事で困ることは。

　小さな工場で人の入れ替わりも少なく、仕事
がマンネリ化することです。何か新しいこと

を見つけていかなければなりません。

自社製品としてホイッスルを開発したと聞
きました。

　ラグビーの審判をしている従業員がいて、公
式戦で使えるホイッスルをつくりました。楽

器作りの経験を活かし、中低音で響くよう試行錯
誤しました。ラグビーワールドカップで使っても
らうのが夢です。

ふじみ野市に向けて一言。

　 人口も増え
て若い人が多

く活気がありま
す。これからも活
性化してほしいで
すね。

ご協力いただいた大井中央の小柴一樹さん

　編集後記を作成している最中、テレビ

ではサッカー日本代表のワールドカップ

初戦で歴史的な勝利の模様が放映されて

いました。この勝利で、期待が大きく膨らむことでしょう。

　さて、市議会も６月定例会を迎えて、副議長が改選されるとと

もに常任委員会でも新しい正副委員長が決まり、新体制でスター

トを切りました。議会広報常任委員会のメンバーも３人が変わり、

今回ついに節目となる第50 号を発行することができました。

　企画記事では、市民の皆様から市議会だよりの感想を直接い

ただくという初めての試みを行っています。いただいた意見を参

考に、次号からも心新たに、議会が市民の皆様とともに歩み続け

られるよう、よりよい市議会だよりをお届けしていきたいと思い

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有山　茂）

　　　　　　　　：�����午前9:30～
請願締切予定：8月21日午前10:00

市役所４階議場で開催します

�����������

編集後記

ふじみ野市は人口が増加している中、田畑や雑木林な

ど自然が多く残っています。私たちが大人になった時、

〝ふるさと〟であるふじみ野市が今と変わらず、自然

にあふれ住みやすい町であってほしいと思います。

表紙の題字を書いてくれた人

大井西中学校３年　萩野谷実結さん

次の定例会の
開 会 予 定

議会広報常任委員会

委 員 長　有山　　茂 副委員長　加藤　恵一

　委　員　川畑　京子 　委　員　島田　和泉

　委　員　民部　佳代 　委　員　 鈴木啓太郎

　委　員　床井　紀範

６月定例会の傍聴者は67人でした。

表紙：働く人シリーズに寄せて

金属加工業の方に伺いました

市議会だよりは、ふじみ野市のホーム

ページからも閲覧できます。

市議会の会議録も見られます。

政務活動費も公開しています。

ふじみ野市議会


